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2022-23年度 上田ロータリークラブ
●会長　矢島 康夫　●副会長　小幡 晃大・三井 英和　
●幹事　櫻井 雅文　●会報委員長　酒巻 弘

【臨時総会】

　矢島康夫会長より、理事欠員に伴う追加承認について
提案があり、採決の結果、理事（青少年奉仕）に金子良夫
さんが承認されました。

【表彰伝達】

ロータリー財団より　「ポール・ハリスフェロー」ピン贈呈

●北村修一さん

地区事務所より　ＲＬＩ修了書とバッジ

●櫻井雅文さん

第２８７５回例会（令和４年７月25日）

【会長挨拶】 矢島康夫　会長
　皆様こんにちは。
　飛行機に乗れば気圧の変化に対
応できず、鼓膜を飛ばして航空機
中耳炎になり、船旅では船酔いに
悩まされ、電車に乗りながら駅弁
を食べることができないので、仕方なく自分で運転する
車で旅行に出ることにしていました。旅行は新しい出会
いと発見が楽しみですが、何か面白いことがないかと
思っていたところ、ある旅行雑誌に「日本クラシックホ
テルの会」というのがあり紹介されていました。そうだ
これらのホテルを全部泊まり歩こうと計画を立てまし
た。日本クラシックホテルの会の会員は全国で９つあり
ます。ここ数年の会長のあいさつは、昨年の米津会長は、
ドラッカー、桑原会長は、この地方の文化や歴史、そし
て栁澤会長は、はやぶさの話のシリーズでした。それで
はと思い「日本クラシックホテルの会」のホテルの紹介を
時間がある時にしていければと思います。
　創業順からいけば「日光金谷ホテル」が最初ですが、今
年度の国際ロータリー会長のテーマ「イマジン　ロータ
リー」にちなみ、ジョン・レノンがよく利用した軽井沢
町にある「万平ホテル」から始めます。
　万平ホテルは、1894年（明治27年）旧軽井沢銀座に亀屋
ホテルとして開業、1902年（明治35年）現在地に移転新築、
初代佐藤万平にちなみ万平ホテルとなりました。ホテル
は、中庭を挟みロの字に増築がされ、本館アルプス館、
ウスイ館、アタゴ館、別館、コテージがあります。玄関は、
この位の規模のホテルの玄関としては少し小さいと思い
ます。入口右側は画廊、左がカフェテラスになっていま
す。ホール右手にフロントがあります。正面はステンド
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グラスで仕切られたメインダイニングです。フロントの
右側に２階へ行く階段があり本館宿泊棟になります。本
館宿泊棟は、昭和11年の建物で「床の間」を配した和と洋
が調和する部屋です。
　２階に上がり右側の128号室がジョン・レノンが好ん
で宿泊した部屋です。また、フロントの反対側にカフェ
テラスの入口があり、ここの名物がジョン・レノン直伝
のロイヤルミルクティーとホテル伝統のアップルパイで
す。ホテル内の記念館にはジョンのサインを始め、欲し
がったと言われているピアノなどが収められているホテ
ルの歴史を紹介する小さな展示場があります。
　このホテルの脇道の少し奥へ入って行ったところに小
野家の別荘が今でもあります。軽井沢でのジョン・レノ
ンの足跡はたくさんありますが、旧軽銀座の万平ホテル
のパン職人が独立して開業した「フランスベーカリー」の
フランスパン、中華料理の「栄林」の酸辣湯面、そして中
軽井沢の「離山房」のブルーベリージュースなど、この夏
行かれたらいかがですか？

【就任挨拶】 
●理事（社会奉仕）　河田　純さん
　社会奉仕委員会は地域社会に役
立つ奉仕活動を目的としています。
矢島年度は矢島会長の方針に従って
　◆財団補助事業の実施
　　（手話サークルへの奉仕）

　◆継続的な社会奉仕活動の研究
　◆書き損じはがき、使用済み切手の回収
　　（切り取り方法の周知）

　◆薬物乱用防止キャンペーンの協力
をテーマに活動していきます。皆様よろしくお願い
します。

●理事（青少年奉仕）　金子良夫さん
　“青少年奉仕は、指導力養成活
動、社会奉仕プロジェクトおよ

び国際奉仕プロジェクトへの参

加、世界平和と異文化の理解を

深め育む交換プログラムを通じ

て、青少年ならびに若者によって、好ましい変化がもた

らされることを認識するものである”
 （標準ロータリークラブ定款第６条）
　ボーイスカウトなどへの活動支援、ローターアクトな
どへの参加を通して、この原点に立ち返り、地域社会に
おいて、あるべき青少年奉仕活動を考え、奉仕活動を通

じて貢献する役割を担っていきたいと思っています。

●会場・出席委員会　小山宏幸　委員長
　今年度、会場・出席委員長を務め
させていただきます小山宏幸です。
　副委員長に田中さん、委員に
清水さん、小熊さん、春原さん、
石田さんの６名体制でございま
す。プログラム委員会の内川委員長、親睦活動・家族委
員会の成澤委員長との連携を深め、矢島会長の方針に従
い、明るく楽しく有意義な例会開催を心がけてまいりま
す。皆様のご協力よろしくお願い申し上げます。

●プロクラム委員会　内河利夫　委員長
　今年度プログラム委員会の委
員長を務めさせていただきます
内河利夫です。矢島会長の方針
に基づいたプログラムを企画・
立案し、有意義な１年間を進め
ていこうと思います。
　地域で活躍されている人物などゲストの企画に力を入
れ、また、会員の卓話を構成していきたいと思いますの
で、皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

●ニコニコＢＯＸ委員会　関　勇治　委員長
　７月から会長を務められる矢島
康夫さんからニコニコＢＯＸ委員
長をとのお話をいただきました。
令和２年２月の入会ですので、まだ
まだロータリークラブのことにつ
いて深く理解していないなか、担当する内容について先
日副会長の三井さんと前任者の櫻井さんに説明を受け、
高い目標金額の設定について知るに至り、これは大変だ
と改めて緊張しています。とはいえ、なんとかその目標
を達成できるよう微力を尽くす所存です。また私だけの
力で達成できるものではなくメンバーの皆様の深いご理
解と多大なご協力を以って初めて達成できるものと考え
ております。皆様どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
●雑誌委員会　田邉利江子　委員長
　今期、雑誌委員会の委員長を
務めさせていただくことになり
ました田邉でございます。毎月
例会において「ロータリーの友」
を紹介させていただきます。また、
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重要な記事がありました時には「月信」の紹介もいたしま
す。ロータリアンの三大義務のひとつに、機関紙「ロータ
リーの友」の購読がございます。毎月１日に発行される
「ロータリーの友」はロータリアンのための雑誌として発
刊されています。ＲＩ会長のメッセージや、月間のテー
マに沿った特集記事、国内外の地区ならびに、クラブの
現状や活動をお伝えしてまいります。
　今期も、土屋勝浩副委員長とタックを組んで活動して
まいりますので、会員の皆様１年間どうぞよろしくお願
いいたします。

●クラブ会報・公共イメージ向上委員会　酒巻　弘　委員長
　会報の作成を行います。例会
毎に様子を写真に撮り、内容や
情報をできるだけ正確に掲載し
ます。また上田ロータリークラブ
のホームページへも掲載します。
公共イメージ向上、会長の意向もお聞きしつつ、ロータ
リーデー等の企画、開催を行ってまいります。
　なお会報作成は非常に限られた時間で実施します。ま
た例会の様子を正確に分かりやすく作成するため、原稿
はできるだけデータでいただけますように、またゲスト
スピーチにおいてもデータをいただけますよう会員の皆
様のご協力をお願いいたします。１年間どうぞよろしく
お願いいたします。

●デシタル化推進委員会　金子良夫　委員長
　昨年度は、ハイブリッド例会
を多く開催し、当クラブは例会
運営を通じてデジタル化が推進
力のあることを内外に示せまし
た。本年度はコロナ禍による例
会ハイブリッド開催がないことを念じています。
　今年度は、昨年度のデジタル化達成度を引き継ぎ、さ
らにホームページの充実、クラブと会員間の情報伝達に
ついて新しい提案、実践をしていきます。ただし、デジ
タル化推進にあたっても、アナログ的なぬくもり、あた
たかさを忘れてはいけないことを銘記しておきます。

●ロータリー財団委員会　伊藤典夫　委員長
　副委員長に恐れ多い土屋市長
さんをお願いして、矢島年度１
年間の委員会活動を行ってまい
ります。
　昨年までのロータリー財団委

員会は、会員の皆様の中から、３名以上の寄附をお願い
することが重要な責務でありました。昨年度の河田委員
長は大変努力をされ、５名の登録をなされましたので、
とてもプレッシャーを感じております。
　そして、今年度は矢島会長のご意向と、昨年度の「ク
ラブ戦略計画委員会」の桑原委員長のご発案に沿った特
別寄付の在り方について具体的な検討をお願いし、従
来通りでよろしいのか？分割積み立て方式を採り入れ
て変更するのか？を早急に決めていただき、その方向
にて活動を進めてゆきたいと考えております。将来に
も継続される重要事項かと存じますので、皆様方の積
極的なご意見をいただき、慎重なご審議をお願いした
いと思います。この事案は「米山奨学委員会」にも関係
することとなりますので、是非とも早めの方向付けを
お願いしたいと考えます。
　寄附金関連以外の事業は歴年通りに粛々と進めてまい
る所存でありますので、皆様のご協力をお願いします。
　１年間どうぞよろしくお願い申し上げます。

【「ロータリーの友」紹介】 土屋勝浩　雑誌副委員長
１．ロータリーとは

　今年度、雑誌委員を仰せつかっ
ております土屋勝浩です。ロー
タリーの友の素晴らしさを１年
通してお伝えしてまいりますの
で、それぞれのロータリー活動や自己啓発に生かしてい
ただきたいと思います。それでは左開き横書きのＰ.４
ご覧ください。
　まず、最初にロータリークラブの誕生とその成長につ
いて、新入会員も大勢入会されておられますので、改め
て記事を基に説明いたします。
　1905年（明治38年）にポール・ハリスが友人と３人で、
仕事上の付き合いがそのまま親友関係にまで発展するよ
うな仲間を増やしたいという趣旨で、シカゴに初のロータ
リークラブが結成されました。因みに、明治38年とはア
ルベルト・アインシュタインが「特殊相対性理論」を発表
した年であり、日本では日露戦争の真っ只中の時期です。
　そして、現在その組織は、世界200以上の国と地域に
広がり、クラブ数36,614、会員総数116万人に達して
います。
　日本では、1920年に初めて東京ロータリークラブが
創設され、翌年世界で855番目のクラブとして正式に加
盟が承認されました。現在、国内のクラブ数は2,223、
会員数は84,000人となっています。因みに、長野2600
地区には54クラブ、1,919人の会員がいます。私たちは、
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そんな歴史と伝統あるロータリークラブの一員であるこ
とを改めて認識しながら、誇りを持って活動をしていか
なければならない訳であります。

２．ジェニファー会長の人となり

　Ｐ.６からは2022－23年度のＲＩ会長ジェニファー・
ジョーンズ氏の人となりについて紹介がされています。
ジェニファー氏は女性初のＲＩ会長として注目されてい
ますが、ロータリーとの出会いは20代、地元ラジオ局の
リポーターとしてロータリークラブを取材した時だそう
です。その時は、ほぼ全員が男性で萎縮してしまったと
語っています。その後、自身でテレビ番組制作会社を立
ち上げ、ロータリークラブに加入することとなります。
そして、2000年には同じロータリアンである夫と一緒に
国際奉仕を行う旅に出かけます。ブラジルのアマゾン熱
帯雨林に５週間滞在し、診療所を開設するとともに寄付
を募るためのジャーナリスト向け研修プログラムも作成
したそうです。
　そんな彼女も42歳の時乳がんと診断され、化学療法
を８回、放射線治療を21回受け、髪の毛が全部抜け落
ちてしまいましたそうです。その時、苦しむ彼女を引き
上げてくれたのが当時ＲＩ会長エレクトであったレイ・
クリンギン・スミスさんであり、それをきっかけにフル
タイムでロータリーの活動に専念するようになったそう
です。
　2020年には、新型コロナウイルスによるパンデミッ
クでロータリーの活動も自粛が求められましたが、こ
うした時ほど世界中の人々を団結さるチャンスとして、
ジャックニクラスとのゴルフ大会を始め大規模な資金調
達イベントを積極的に企画してきたということです。
　ジェニファー会長の今年度のテーマは「イマジン・ロー
タリー」。世界平和を歌うジョンレノンの「イマジン」を
口ずさみながら、世界で示していけるようなロータリー
の奉仕プロジェクトに戦略的に光を当てていくと宣言し
ています。女性の新しい視点から大きくロータリーがそ
して世界が変わっていくことを期待したいと思います。

３．ガバナーの横顔

　Ｐ.20からは各地区のガバナーの横顔が紹介されてい
ます。私たち2600地区のガバナーはＰ.29に載っており
ます「須坂五岳ロータリークラブ」の橋本達男氏でありま
すが、若くして東京に出て貿易会社を立ち上げ成功。現
在は、不動産業を兼業しアパートの部屋を高級ホテルの
一室のような作りにしたり、ワンルームのアパートに大
きなユニットバスを設置したりと、大変発想が豊かな方

だそうです。私たちの地区リーダーとして今後の活躍に
注目したいと思います。

４．コラム

　Ｐ.44にはコラム「日本の食卓」が掲載されています。
菓子製造業を営む鎌倉クラブの久保田秀夫会員が寄せ
たものですが、内容が面白かったので紹介させていた
だきます。
　お米が日本人の主食となったのは、縄文時代に稲作が
始まった頃と考えられています。おかずはキノコや山菜、
貝や魚、けものの肉などで構成されていたようですが、
飛鳥時代には天武天皇が「肉食禁止令」を出し、以来1200
年間日本人は殆どけもの肉を口にしなくなったそうで
す。そして、不足するタンパク質を補うために味噌や豆
腐といった大豆がよく使われるようになったようです。
その後、源頼朝の時代に一汁一菜のスタイルが定着。一
日二食から三食になったのは江戸時代中期からと言われ
ています。菜種油を使う「あんどん」が一般にも普及し、
夜遊びや夜なべ仕事が増えたことが一因のようです。夜
ほど元気になる私達と一緒ですね。
　因みに、和食は世界遺産にも登録された立派な食文化
ですが、食事の時に食器を手に持つという風習は欧米の
マナーから見ると大変珍しいようです。私たちは小さい
頃から家庭の中で日本独自の礼儀作法を教えられてきま
した。近年は「孤食」などと呼ばれて、食の危機を感じる
ことが多多ありますが、古来からの良い食文化をもう一
度見直すべきと締めくくっています。
　皆さんも、乱れた食生活を見直し、日本人らしい健康
な生き方をしてみてはいかがでしょうか。

５．ロータリー研究会記念講演

　Ｐ.４からは第50回ロータリー研究会で講演をされた
青山学院大学教授の福岡伸一先生のお話が載っておりま
す。福岡先生は、幼少期は虫が大好きな昆虫少年という
ことで、虫を通じて生命とは何だろうと考えるように
なったそうです。そして、生物学者の道に進んだ訳です
が、当時は既に精密な顕微鏡が開発されており、細胞
の中のＤＮＡや遺伝子をミクロレベルで調べていくこと
が、生物学の主流になっていたようです。そこから、細
胞の中で使われているパーツを組み合わせていくことで
生命現象を作り出しているという「機械論」に心酔して
いった訳ですが、ある時、一部の遺伝子を失った「ノッ
クアウトマウス」を使った研究で、どの様な異常が起こ
るのか見守っていたそうです。しかし、いつまでたって
もマウスは変わりなく平気で生活し続けており、研究上
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の大きな壁にぶつかってしまいました。そこで、100年
ほど前の生物学者ルドルフ・シェーンハイマーの「生命
は機械ではない、生命は流れだ」という言葉を思い出し
たそうです。食べるということは、単にエネルギーを補
給するだけではなく、食べ物の原子や分子と私たちの体
を入れ替えているということのようです。つまり、私た
ちは１年前の自分と今の自分は同じだと考えているが、
物質レベルではすっかり入れ替わっているということで
す。生命には38億年の長い歴史があって、最初からがっ
ちり作っておいても必ず壊れてしまうことに気づいてお
り、絶えず率先して分解をしながら作り変える方が長持
ちするということを知っていたのです。後半では宇宙を
支配している「エントロピーの法則」にも触れております
が、生物の生命現象とは本当に力強く不思議なものがあ
ると感じさせられたところです。
　しかしながら、私たちが自己の生命力を過信すること
は禁物です。医師の指導に従って、欲に任せた生活習慣
から脱却する勇気を持ちたいものです。

６．この人を訪ねて

　Ｐ.９からは「この人を訪ねて」のコーナーで、青森ロー
タリークラブの石川かく子会長が紹介されています。こ
ちらも女性初の会長ということで、冒頭にロータリーク
ラブ会員の女性比率の話題が取り上げられていました。
国際ロータリーは女性会員比率30％を目指しているよ
うですが、青森ロータリークラブの場合、会員90名中
女性は６人で6.7％、まだまだ女性進出は途上にあると
しています。因みに、上田クラブの場合は、会員58名
中女性は４名ということで割合は6.9％です。
　このコラムのなかで特に目を引いたのは、「頼まれご
とは試されごと」という言葉です。コロナ禍でロータリー
の活動どころではないという方もいる中、会長を仰せつ
かったのは何かの縁。頼まれごとには結果を出してお返
しする」という信念に、私たちも学ばなければならない
と感じた次第です。

７．各クラブの活動

　Ｐ.20からは各ロータリークラブの活動を紹介して
います。
　その中からひとつだけ取り上げさせていただきます。
それは最初にある札幌東ロータリークラブの「ろう者と
の共生社会を目指して」という活動です。札幌東クラブ
では、2019年にクラブ創立60周年記念事業として、ユ
ニバーサルデザイン・アドバイザーでろう者の松森か
りんさんによる記念講演会を開いたそうです。そして、

その講演がきっかけとなって北海道ろう者サッカー協会
と共催で「ろう者とのフットサル交流会」を継続して開催
しているということです。その参加者は年々増加し、令
和４年は118人と交流をされたそうです。ろう者と健聴
者、大人と子供、アスリートとロータリアンが手話やゼ
スチャーで意思疎通しながら年齢や体力に合わせて体を
動かしていく。互いの理解を深めるには大変貴重な事業
であると総括されています。
　我が上田クラブでも矢島会長の下、継続した社会貢献
活動を模索されていくということですが、こうした障が
い者支援も視野に入れながら、会員皆が思いをひとつに
できる活動にしていただけることを望みたいと思います。
　その他、大変為になる記事が多く載せられていますので、
それぞれに目を通しておいていただきたいと思います。
   
【幹事報告】 櫻井雅文　幹事
１．米山奨学会
　　ハイライトよねやま　268号
　　2022-23年度上期普通寄付金
　　のお願い
２．地区事務所 
　　「公共イメージ向上セミナー」開催のご案内
　　クラブ・地区支援リソース2022-2023年度版
　　公式推薦書2024-26年度ＲＩ理事を選出する第２
　　ゾーン指名委員会へ推薦
　　ロータリー財団寄付明細表（2022年６月）
　　米山記念奨学会
　　　①寄付金納入明細総合表（2022年６月）
　　　②寄付金納入明細表（2022年６月）
　　　③表彰一覧（2022年６月）
　　　④寄付金傾向（2022年６月）  
３．ささや　　お中元をいただきました
４．田辺印刷　お中元をいただきました
５．長野銀行　上田支店　転任・後任のご挨拶
６．週刊上田新聞社　就任のご挨拶
７．例会変更　丸子ＲＣ　　　７月28日㈭　定受なし

　　８月11日㈭　定受なし
　　　　18日㈭　定受なし

上田西ＲＣ　　７月28日㈭　定受なし
　８月11日㈭　定受なし
　　　18日㈭　定受なし
　　　25日㈭　定受なし

小諸ＲＣ　　　８月３日㈬　定受なし
　　　10日㈬　定受なし
　　　31日㈬　定受なし
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　　　　　　　小諸浅間ＲＣ　８月４日㈭　定受なし
　　11日㈭　定受なし

８．会報恵送
　　上田東ＲＣ、上田西ＲＣ、東御ＲＣ、上田六文銭ＲＣ
９．クラブ計画書
　　上田西ＲＣ、上田六文銭ＲＣ、東御ＲＣ
  
【ニコニコＢＯＸ】 宮川　泰　副委員長
　出田行徳さん　伊藤典夫さん
内河利夫さん　小幡晃大さん
金子良夫さん　北村修一さん
小山宏幸さん　酒巻弘さん
関啓治さん　滝沢秀一さん
田中克明さん　田邉利江子さん　比田井美恵さん　布施
修一郎さん　増澤延男さん　三井英和さん　矢島康夫
さん　柳澤雄次郎さん　米津仁志さん　関勇治さん
宮川泰さん　石井 人さん
 本日喜投額　22名　￥332,000
 累　計　　　　￥212,500

【例会の記録】

司会：小山宏幸　会場・出席委員長
斉唱：ロータリーソング「四季の歌～夏」
●表彰伝達
●理事・小委員長就任挨拶
●会長挨拶
●幹事報告

【ラッキー賞】

　米津仁志さん
　　　　　（矢島康夫さんより、福岡県柳川の日本酒）
　宮川　泰さん（斉藤達也さんより、浜松のうなぎパイ）
　滝沢秀一さん（ささやさんより、お中元）
　田中克明さん（田辺印刷さんより、お中元）

【出席報告】

小山宏幸　委員長

【本日のランチ】

●チキンカツカレー
●サラダ
●コーヒー

【次回例会予定】

８月８日　会員卓話　田中克明さん
 （８月１日発行）
 【会報担当】　斉藤達也　副委員長

本日 前々回
（7/4）

会 員 数 57 57

出席ベース 53 53

出 席 者 数 39 43

出 席 免 除（b）
（　）内は出席者数

7（3） 7（3）

出 席 免 除（a） 0 0

メークアップ
（ ）内 は Make up 後

0（46）

出 席 率
コロナ禍の為

100
コロナ禍の為

100
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